
安全性 亜麻仁油 天然顔料等 自然素材 活用し 臭い ほ 肌 付い 安全 ベ 実現
さ 作業性(速乾性 着色性 塗料 延び 良さ 基本な回塗 等) 耐候性 べ 優れた自然塗料
木部 塗装 屋内 屋外共 れなつ べ 対応頂けま

塗料 延 良く なℓ 約に0㎡塗装可能 少量 広い面積を塗装
し 屋内 な回塗 塗装コ 削減 ま

数年後 メン ン を行う際 塗装面を研磨 く 直接上 塗装可能
ま 日々 メン ン 簡単 行えま ち▶別紙UてよもLメン ン 方法参照)

約4年色落 し くい高い木材保護性能を促 耐候試験 実現しまし
ち に回塗 ＋塗 し 施工し 場合)

自然塗料 関わ 高い着色性を実現 色 入 くい 言わ 油
分 多い木ちパイン 等) 赤身 強い木ち杉 檜等) 目 詰ま
広葉樹 合板やコ クボー 着色 可能

ー 充実 全はは色 を活用 木 ザイン性 を高
可能 さ 要望 合わ 客様 け

ーを無料 調色 可能

乾燥し くい 言わ 油分 多い木ちパイン 等) 赤身 多い木
ち杉 檜等) 乾燥 よK 屋外 推奨塗装方法 あ に回塗 ＋塗

し 乾燥抜群 木材や塗装時期 関わ 約なに～に4時間 乾 ま

亜麻仁油 天然顔料等 自然素材を活用し 臭いを徹底的 抑え 安全
性 極 高い自然塗料
塗装 際 肌 付い 肌を傷 心配 く 女性や 子様 安心し

利用頂けま

国産 極 高い 安全性 実現ず 屋外 高い 耐候性 実現ず

全はは色 豊富 カ ーバ ーションず

数年後 ンテナンス 楽々ず

木目 れい 活 した塗装 可能ず

高い 作業性 な:す乾燥性能す抜群ず

高い 作業性 に:す着色性能す抜群ず

高い 作業性 3:す塗料 延び 良さす抜群ず

安全性 作業性 耐候性 すべてに優れた屋内 屋外共用タイプ

▲色 入 くい 言わ 赤身 強い木ち杉材) へ 着色例　塗装方法び原液な回塗 ＋ふ

▲促 耐候試験 UてよもLハー 色落 経過

◀木目活 し 木目隠し 塗装例
※特 屋外 高い耐候性を
　実現 場合び
　 に回塗 ＋塗 し を推奨

▲促 耐候試験 ータ

な回塗 ＋ふ 木目を い 活 し 塗装 可能

木目活 し塗装び
な回塗 ＋ふ

木目隠し塗装び
に回塗 ＋塗 し

新築 ノベーション フ ー ンテナンス等 利用頂けま
F 相当製品



屋内 屋外共用 木部専用

極め 低臭 ほ 臭い あ せ 利用 方 安全 製品 す

な回塗 場合 なℓ にど㎡ ちな㎡あ どでどのℓ)
標準塗布面積 び 塗布量 樹種 含水率
塗料 吸い込 やす 等 要因 異 あ す

国土交通省建築指導課 告示対象外製品＝ ルムアルデ ド 発散 ほ 認め い製品 相当
み☆☆☆☆相当 あ 確認済 す

一般財団法人 日本塗料検査協会 西支部 け JIれ K のはどなて4てな:にどど3 塗料成分試験方法て第4部:塗膜 放散成分分析て
第な節: ルムアルデ ド 3でデ ケータ法 実施 ルムアルデ ド 放散量 基準値以下 あ 確認済 す

●ふ →指触乾燥: な時間／完全乾燥: なに時間
●塗 っぱ →指触乾燥: に時間／完全乾燥: に4時間

乾燥時間 気温にど℃ 水 含水率にど％以下 目安 す
塗装回数 樹種や気候条件 乾燥時間 異 す

精選亜麻仁油 花油 天然顔料
無鉛乾燥剤

● な7どmℓ ち3で4㎡)
● どで7のℓ ちなの㎡)
● にでのℓ ちのど㎡)

● 3で8ℓ ち7は㎡)
● 9ℓ ちな8ど㎡)
● な8ℓ ち3はど㎡)

塗装時 木 含水率 に0％以 ､ け低い数値 木を 利用く さい｡▶ 原液 ､ UてOもL専用う 液 な0～の0％程度希釈
利用く さい｡▶ 原液 好 濃さ 応 希釈 ､ ス(布) 含 せ ､ 込 拭く 簡単 ､木目 活 ､ い 仕
(推奨塗装方法)｡ く ､屋外 高い耐候性を実現 場合､原液 刷毛 に回塗 ＋塗 ぱ ｡▶ 乾燥時間 約なに～に4時間 ｡

※ 色見本 杉材 利用 す 木材 種類 色 映え方 異 場合 い す
　事前 サンプル 試 塗 行っ く い サンプル 当社 ーム ー 取 寄せ す

※ハード ー ーハード 色 濃 乾燥性能 着色性能 同性能 す


